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〔環境理念〕
株式会社中静工業所は、ハーネス等電装品の生産
活動を通して、全員参加で環境保全活動に取組む

〔基本方針〕
(1) 環境保全活動は、次の項目を重点活動として
    継続的改善に取組みます

 ① 二酸化炭素排出量の削減
※電力使用量と軽油投入量の低減

 ② 廃棄物排出量の削減
※3R活動による廃棄物の削減

 ③ 水道使用量の削減
※一般生活用水の節水意識向上

 ④ 化学物質使用量の把握
※適正量の購入維持

 ⑤ 環境に配慮した製品作りの推進
※梱包方法等の見直し、不良品率の低減

 ⑥ 環境負荷低減と費用低減を両立

(2) 環境関連法規制及び当社が同意するその他
    の要求事項を遵守します

(3) 環境に配慮した製造活動を中心に、
    環境経営の継続的改善を実施します

(4) 社内へは環境方針を全従業員に周知徹底を図り、
    社外へもHPを通じて環境経営レポートを開示します

制定： 2008年 5月 10日

改定： 2019年 11月 30日

　株式会社中静工業所

　代表取締役社長　名倉 光雄

1. 環 境 経 営 方 針
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２. 事業概要

（1）  組織の概要

会社名

代表者

資本金

売上高

事業年度

年間稼動日数

就業形態

就業時間

従業員数(全社)

創業

環境管理責任者

事業所名
高橋工場

(本社・管理部)
飯田事業所 下野工場 松野工場 内田事業所 九州佐賀工場

事業所所在地
〒424-0043
静岡市清水区
永楽町11-89

〒424-0041
静岡市清水区
高橋3-7-43

〒424-0041
静岡市清水区
高橋3-7-50

〒421-3303
静岡県富士市
南松野296-1

〒424-0008
静岡市清水区
押切1108-8

〒849-0903
佐賀県佐賀市
久保泉町大字下
和泉1859-10

設立 1979年3月 1995年3月 1986年12月 2007年5月 1991年7月 2017年8月

TEL 054-371-1037 054-365-3637 054-365-3636 0545-85-1077 054-347-7977 0952-47-2113

FAX 054-371-1038 054-365-4291 054-365-4297 0545-85-1088 054-347-7979 0952-47-2160

従業員数(工場) 47 63 60 59 6 40

敷地面積 1087㎡ 796㎡ 998㎡ 2273㎡ 855㎡ 3425㎡

建物面積 1395㎡ 1378㎡ 1390㎡ 1352㎡ 614㎡ 1988㎡

工場長 山本 昌弘 魚取 勝英 溝口 浩幸 （兼）魚取 勝英 （兼）魚取 勝英 古賀 健一郎

副環境管理責任者 竹下 慎一 山田 茂芳 望月 宏樹 早出 克郎 長澤 亮 石橋 正二郎

（2） 製品の概要

　　ハーネス等の電装品
　　家電用（冷蔵庫・エアコン等）及び自動車のランプ関係を中心とした、ハーネス品・樹脂成形品

株式会社 中静工業所

代表取締役社長　名倉 光雄

6000万円

44.9億（2019年6月～2020年5月）

2020年07月20日現在

品証部　　堀　剛輔 TEL：054-365-4290　　FAX：050-3803-4565

期首 6月～期末 5月

255日

1シフト

8:00～17:00

275人

1960年4月

自動車用ハーネス

家電用ハーネス
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（3） 敷地概要
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（4） エコアクション推進組織 2019年06月10日現在

     

[ 役割分担 ]

　①社長
 ○ 環境経営システムの構築、及び全体の評価と見直し・指示
 ○ 環境管理責任者、副環境管理責任者の任命
 ○ 環境経営方針・環境経営目標の決定、及び見直し
 ○ 環境経営計画の承認
 ○ 環境経営システムの構築・運用・維持に必要な経営資源（人材・設備・資金等）の準備
 ○ 緊急事態発生時の統括
 ○ 実施体制の構築

　
　②環境管理責任者

 ○ 環境経営システムを確立し、実施・維持管理を継続的に運用
 ○ 環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画の立案
 ○ 環境経営計画の推進状況把握と社長への報告
 ○ 環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況の把握と管理
 ○ 環境経営システムに関する規定類の整備
 ○ 運用管理、監視・測定、記録管理の統括
 ○ 社長へ環境経営システム見直しに必要な情報を提供

　③工場長
 ○ 緊急事態発生時の対応と報告
 ○ 問題等発生した際に、是正及び予防措置の対応指導
 ○ 環境経営計画の推進と必要とする資源の準備

　④副環境管理責任者 兼 内部監査員 （各工場から1名選任）
 ○ 環境教育・訓練の実施と記録
 ○ 環境経営目標、環境経営計画の立案
 ○ 環境経営方針と環境経営計画に沿い、環境経営活動の啓蒙活動
 ○ 運用管理、環境管理責任者へ環境に関する情報の提供
 ○ 環境経営計画の推進状況把握と工場長への報告
 ○ 内部監査の定期的な実施と結果の評価と是正の展開

　⑤従業員
 ○ 環境経営方針と環境経営計画に沿い、環境経営活動の実施

代表取締役社長：名倉 光雄

品証部 技術・PJ部

自動車事業部 家電事業部 本社 管理部

下野工場

高橋工場

飯田事業所

松野工場

環境管理責任者：堀 剛輔

九州佐賀工場

副環境管理責任者

（内部監査員）

飯田：山田 茂芳

下野：望月 宏樹

松野：早出 克郎

高橋：竹下 慎一

内田：長澤 亮

九州：石橋 正二郎

内田事業所

環境事務局
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3. 環境経営目標とその実績（全社ベース）

【目標】 2017年度（6月～5月）を基準とし、各項目に対して削減目標を設定

基準年
2017 2018 2019 2020 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 年 計

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 29,246 41,254 39,370 35,074 26,646 26,196 29,892 29,473 31,703 29,351 23,262 24,512 365,980

365,980 362,320 358,660 355,001 ↑ 当年 26,825 34,409 31,771 33,296 22,918 19,745 21,610 24,509 24,597 23,581 18,987 15,362 297,610

｜ 月目標 28,662 40,429 38,582 34,373 26,113 25,672 29,294 28,883 31,069 28,764 22,797 24,022

基準 1% 2% 3% kWh 基準 52,058 78,232 75,453 64,833 46,540 45,161 54,770 54,964 58,336 51,180 39,611 41,642 662,780

662,780 656,152 649,524 642,897 ↑ 当年 46,949 62,899 60,737 62,618 39,846 32,767 38,371 44,652 44,562 41,905 32,039 26,702 534,047

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 23,062 34,657 33,426 28,721 20,617 20,006 24,263 24,349 25,843 22,673 17,548 18,447 293,612

0.443 293,612 290,675 287,739 284,803 ↑ 当年 20,798 27,864 26,906 27,740 17,652 14,516 16,998 19,781 19,741 18,564 14,193 11,829 236,583

｜ 月目標 22,600 33,964 32,757 28,147 20,205 19,606 23,778 23,862 25,326 22,219 17,197 18,078

基準 1% 2% 3% ﾘｯﾄﾙ(ℓ) 基準 2,393 2,553 2,300 2,458 2,333 2,394 2,177 1,981 2,265 2,583 2,209 2,344 27,990

27,990 27,710 27,430 27,150 ↑ 当年 2,329 2,533 1,880 2,149 2,036 2,022 1,779 1,830 1,874 1,939 1,850 1,365 23,587

｜ 月目標 2,369 2,527 2,277 2,433 2,310 2,370 2,155 1,961 2,242 2,557 2,187 2,321

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 6,174 6,587 5,934 6,342 6,019 6,177 5,617 5,111 5,844 6,664 5,699 6,048 72,214

2.580 72,214 71,492 70,770 70,048 ↑ 当年 6,008 6,536 4,851 5,545 5,252 5,218 4,590 4,721 4,836 5,002 4,772 3,523 60,854

｜ 月目標 6,050 6,455 5,815 6,215 5,899 6,053 5,504 5,009 5,727 6,531 5,585 5,927

基準 1% 2% 3% kg 基準 159 160 227 151 157 166 298 72 132 199 253 99 2073

2073 2052.3 2031.5 2010.8 ↑ 当年 139 191 263 263 212 171 284 146 151 166 177 175 2336

｜ 月目標 155.8 156.8 222.5 148.0 153.9 162.7 292.0 70.6 129.4 195.0 247.9 97.0

㎥ 前年 25 607 30 622 26 479 4 366 2 394 0 361 2,916

↑ 当年 0 385 0 398 0 395 0 382 0 397 0 346 2,303

総CO2 電力 軽油 焼却ｺﾞﾐ

※1．CO2排出係数の設定　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ　④灯油 2.490㎏-CO2/ℓ　⑤LPG 3.000㎏-CO2/㎏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　②③④⑤は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定

※2. 総CO2排出は電力＋軽油＋LPGとし、ｶﾞｿﾘﾝと灯油を除く　【理由】ｶﾞｿﾘﾝ：製品製造以外の用途（通勤・出張等）が多い　灯油：消費が少なくｴｱｺﾝへ切替える

※3．LPGのCO2排出量は、全体の0.1%未満のため月毎の目標と実績の記載せず、総CO2排出量への加算のみとする

※4．電力/ｶﾞｿﾘﾝ/軽油/灯油/LPGの総CO2排出量(㎏-CO2)は、340,930.83となります

達成 ・ 未達成

総CO2目標達成
ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響で工場稼働日が減って
いたため、電気・軽油共に低い推移となっ
た

季節が変わり夏になるため空調設備を適切
に使うよう呼びかけをし、各工場の節電意識
を高める

2019.09.26

堀

2019.12.25

堀

2020.03.31

永野

2020.07.09

永野

達成 ・ 未達成

焼却ｺﾞﾐが未達成　集計精度向上の呼び
かけによる影響と推測　電力は目標達成
だが高橋の塗装撤退の影響が大きい、冬
季に向け節電意識向上の必要がある

集計精度向上の呼びかけは継続し本来の
実績が数値化できるよう活動を継続する
冬季に向け暖房ｴｱｺﾝ節電を呼びかける

達成 ・ 未達成

焼却ｺﾞﾐの計量を継続
節電や裏紙利用に加え、紙はﾘｻｲｸﾙできる
ことを呼びかけ焼却ｺﾞﾐを低減させたい

3～5月 130.5% 129.0% 135.7% 104.3%

129.1% 114.8% 84.8%

焼却ｺﾞﾐが未達成　集計精度が向上してい
る面もあるが、年末の大掃除の影響か12
月が多い　電気、軽油は各工場の活動の
効果にて全ての月で達成し良好

12～2月 126.2%

9～11月 113.4% 113.4% 113.4% 71.9%

達成 ・ 未達成

3項目共に目標達成（良好）
集計しくみ改善で電力・軽油は精度向上
及び可視化による意識改善が望める
焼却ｺﾞﾐは集計精度の改善が必要

焼却ｺﾞﾐの集計ﾌｫｰﾑを見直す
また集計精度向上のため、各工場への集
計方法の再教育を呼びかける

目標達成率
実績確認(ｻｲﾝ) 目標達成状況

(どちらかに○)

6～8月 115.8% 118.2% 105.3% 90.3%

項  目

総CO2排出量削減 ※2

（電力+軽油+LPｶﾞｽ）

廃棄物排出量の削減
（焼却ｺﾞﾐ）

水使用量の削減
(上水道投入量）

環境に配慮した
製品作り

電力のCO2

排出量削減
2017年度
排出係数

軽油のCO2
排出量削減
2017年度
排出係数

順次対応済

評価（問題点）

2019年度 月別実績年度別削減目標 ※1 単
位

環境負荷物質の対応環境負荷物質

遅延なき対応

生活用品での使用の為、目標値に
ついては定めず、前年度と当年度の
比較のみとする

是正措置及び予防措置

年　間 120.5% 121.6% 116.3% 87.0%

2020.07.09

達成 ・ 未達成

総CO2は全ての月で目標達成
塗装ﾌﾞｰｽ撤去（高橋）や稼働減の影響も
あるが電気・給油の契約変更及び体制整
備の効果が出た

焼却ｺﾞﾐの計量は習慣化されてきている　継
続し本来の実績を数値化する
使用頻度の低いLPｶﾞｽは解約を検討　電気
ﾎﾟｯﾄ等に切り替える

永野

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

総CO2
基準

当年

月目標

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

電力

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

軽油

0

50

100

150

200

250

300

350

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

焼却ゴミ

5



3. 環境経営目標とその実績（飯田事業所）

【目標】 2017年度（6月～5月）を基準とし、各項目に対して削減目標を設定

基準年
2017 2018 2019 2020 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 年 計

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 7,516 9,914 8,696 8,294 6,515 6,488 7,521 7,255 7,386 6,757 5,577 6,025 87,945

87,945 87,065 86,186 85,307 ↑ 当年 7,328 8,421 7,349 8,020 6,411 5,323 5,770 6,462 6,519 6,431 4,949 4,168 77,154

｜ 月目標 7,365 9,716 8,522 8,128 6,385 6,358 7,371 7,110 7,239 6,622 5,465 5,904

基準 1% 2% 3% kWh 基準 12,085 16,421 14,389 13,353 9,279 9,153 12,034 11,992 11,437 9,277 7,778 8,848 136,046

136,046 134,686 133,325 130,604 ↑ 当年 11,065 13,358 12,367 12,911 9,340 7,318 8,609 9,923 9,947 9,472 6,475 5,443 116,228

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 5,354 7,275 6,374 5,915 4,111 4,055 5,331 5,312 5,067 4,110 3,446 3,920 60,268

60,268 59,666 59,063 58,460 ↑ 当年 4,902 5,918 5,479 5,720 4,138 3,242 3,814 4,396 4,407 4,196 2,868 2,411 51,489

0.443 ｜ 月目標 5,247 7,129 6,247 5,797 4,028 3,974 5,224 5,206 4,965 4,028 3,377 3,841

基準 1% 2% 3% ﾘｯﾄﾙ(ℓ) 基準 838 1,023 900 922 932 943 849 753 899 1,026 826 816 10,727

10,727 10,620 10,512 10,405 ↑ 当年 941 970 725 892 881 807 758 801 819 866 806 681 9,946

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 2,162 2,639 2,322 2,379 2,405 2,433 2,190 1,943 2,319 2,647 2,131 2,105 27,676

27,676 27,399 27,122 26,845 ↑ 当年 2,427 2,504 1,871 2,301 2,274 2,081 1,956 2,066 2,112 2,234 2,080 1,757 25,660

2.580 ｜ 月目標 2,119 2,587 2,276 2,331 2,356 2,384 2,147 1,904 2,273 2,594 2,088 2,063

基準 1% 2% 3% kg 基準 56 62 48 65 82 63 84 50 48 125 58 67 808

808 800 792 784 ↑ 当年 56 66 48 65 43 53 53 43 46 50 51 20 594

｜ 月目標 54.9 60.8 47.0 63.7 80.4 61.7 82.3 49.0 47.0 122.5 56.8 65.7

㎥ 前年 162 217 174 96 112 99 860

↑ 当年 102 103 98 110 97 59 569

前年

当年

総CO2 電力 軽油 焼却ｺﾞﾐ

※1．CO2排出係数の設定　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ　④灯油 2.490㎏-CO2/ℓ　⑤LPG 3.000㎏-CO2/㎏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②③④⑤は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2. 総CO2排出は電力＋軽油＋LPGとし、ｶﾞｿﾘﾝと灯油を除く　【理由】ｶﾞｿﾘﾝ：製品製造以外の用途（通勤・出張等）が多い　灯油：消費が少なくｴｱｺﾝへ切替える
※3．LPGのCO2排出量は、全体の0.1%未満のため月毎の目標と実績の記載せず、総CO2排出量への加算のみとする

達成 ・ 未達成

全項目で目標達成
今後も継続して日常の呼びかけを実施し
更なる改善を検討していく

6月末よりホットメルト設備の移設予定あり
消費電力増加の見込み、対策要検討
すべての照明のLED化を進めていく

実績確認(ｻｲﾝ) 評価（問題点）

全項目で目標達成
継続しLEDへの切り替え実施
生産減の影響もありすべての項目が低
減となった

2020.07.20

山田

2020.07.20

山田

2019.09.27

山田
達成 ・ 未達成

年　間 114.7% 105.7% 133.3%111.7%

達成 ・ 未達成

2020.01.13

山田

GPS付きドライブレコーダーの取付MAPで
の集配ルートを確認出来るようになったの
で適宜集配ルートの確認と見直しを実施
していく

是正措置及び予防措置

達成 ・ 未達成

総CO2で目標達成
日常の呼びかけの効果が出たと判断
今後も日常の呼びかけを継続していく

軽油が目標に対しギリギリで達成のため
臨時の集配を低減できるよう、適切な在
庫管理に努める
裏紙の再利用に努める

今後も日常の呼びかけを継続し
臨時集配の低減や休憩時間の消灯、
裏紙の再利用に努める

全項目で目標達成
例年より生産数が高かったが、すべての
項目で達成することができた

目標達成状況
(どちらかに○)

2020.04.08 全項目で目標達成
照明をLEDへ随時変更している
日常の呼びかけを継続し更なる改善を
検討していく

山田
達成 ・ 未達成

今後も日常の呼びかけを継続
裏紙の再利用や臨時集配の低減に努め
る　事務所内の配線方法により無駄な電
力消費の低減を検討

12～2月

3～5月

114.3%

122.0% 103.1%

6～8月

9～11月 105.3%

102.6%

111.1%

目標達成率

95.7%

106.3% 127.8%

生活用品での使用の為、目標値
については定めず、前年度と当年
度の比較のみとする

118.7%

110.8%

105.7%

115.8%

115.7%

125.6%

202.5%

軽油のCO2

排出量削減

2017年度
排出係数＝

環境に配慮した

製品作り

環境負荷物質の対応

2019年度 月別実績

順次対応済

環境負荷物質

遅延なき対応

単
位

総CO2排出量削減 ※2

(電力+軽油+LPｶﾞｽ)

水使用量の削減

(上水道投入量）

廃棄物排出量の削減

(焼却ｺﾞﾐ)

項  目

　　　 電力のCO2
　　 　排出量削減

2017年度
排出係数＝

年度別削減目標 ※1
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3. 環境経営目標とその実績（下野工場）

【目標】 2017年度（6月～5月）を基準とし、各項目に対して削減目標を設定

基準年
2017 2018 2019 2020 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 年 計

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 6,718 8,384 7,945 7,889 6,313 6,343 6,723 6,909 7,017 6,697 5,046 4,823 80,808

80,808 80,000 79,192 78,384 ↑ 当年 5,576 7,070 6,830 6,856 4,813 4,411 4,456 5,171 5,191 4,970 3,956 2,514 61,815

｜ 月目標 6,584 8,216 7,786 7,731 6,187 6,216 6,589 6,770 6,876 6,563 4,945 4,727

基準 1% 2% 3% kWh 基準 11,334 14,868 14,268 13,903 10,648 10,329 11,910 11,967 12,306 11,354 7,664 7,640 138,191

138,191 136,809 135,427 134,045 ↑ 当年 8,739 11,893 12,124 12,555 7,856 6,840 7,270 8,798 8,902 8,722 6,153 4,466 104,318

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 5,021 6,587 6,321 6,159 4,717 4,576 5,276 5,301 5,452 5,030 3,395 3,385 61,219

61,219 60,606 59,994 59,382 ↑ 当年 3,871 5,269 5,371 5,562 3,480 3,030 3,221 3,898 3,944 3,864 2,726 1,978 46,213

0.443 ｜ 月目標 4,921 6,455 6,194 6,036 4,623 4,484 5,171 5,195 5,343 4,929 3,327 3,317

基準 1% 2% 3% ﾘｯﾄﾙ(ℓ) 基準 657 696 629 670 618 684 560 622 605 645 639 557 7,582

7,582 7,506 7,430 7,355 ↑ 当年 660 698 565 501 516 535 478 493 483 428 476 207 6,039

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 1,695 1,796 1,623 1,729 1,594 1,765 1,445 1,605 1,561 1,664 1,649 1,437 19,562

19,562 19,366 19,170 18,975 ↑ 当年 1,703 1,800 1,458 1,292 1,331 1,380 1,233 1,272 1,245 1,105 1,228 534 15,582

2.580 ｜ 月目標 1,661 1,760 1,590 1,694 1,563 1,729 1,416 1,573 1,530 1,631 1,616 1,408

基準 1% 2% 3% kg 基準 4 31 2 2 14 9 11 8 4 16 11 4 116

116 115 114 113 ↑ 当年 6 28 43 115 89 91 86 75 80 84 92 47 837

｜ 月目標 3.9 30.4 2.0 2.0 13.7 8.8 10.8 7.8 3.9 15.7 10.8 3.9

㎥ 前年 70 66 73 69 78 69 425

↑ 当年 77 87 74 77 83 75 473

基準

当年

総CO2 電力 軽油 焼却ｺﾞﾐ

コロナ終息後も、引き続きムダな稼働を無
くしていくと共に、個人ゴミの持ち帰りのｱ
ﾅｳﾝｽを朝礼等でしていく。望月ひ

2020.07.02

2020.07.02

2020.03.23

達成 ・ 未達成

暖房の使用も増えてはいるが、目標範囲
内で収められている。 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ行先掲示
板の成果が出たのか、2月の軽油使用料
の増が無かった。

3月より社有車運行記録を実施。日々の
走行距離と日常ﾒﾝﾃを各ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰにて管
理してもらう。 ゴミの分別相違について、
発生の都度、朝礼にて注意喚起を実施。

望月ひ

達成 ・ 未達成

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ1名が臨時便となり、軽油ﾄﾗｯｸを
1台廃車し、ｶﾞｿﾘﾝ車へ変更。便を統合し
全体を調整。コロナ禍による内職配車の
運行縮小があった。

軽油ﾄﾗｯｸを1台廃車し、ｶﾞｿﾘﾝ車1台増。
必然的に軽油使用量が減る結果となって
いる。ｺﾞﾐの分別、個人ｺﾞﾐの持ち帰りのｱﾅ
ｳﾝｽは定期的に次年度も継続していく。

望月ひ

達成 ・ 未達成

コロナ禍対応により、非稼働日を設定。
その為、内職便の減少し軽油使用量減
の他、電力量・ゴミの排出量が減った。

目標達成率
実績確認(ｻｲﾝ) 目標達成状況

(どちらかに○)
評価（問題点）

※1．CO2排出係数の設定　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ　④灯油 2.490㎏-CO2/ℓ　⑤LPG 3.000㎏-CO2/㎏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②③④⑤は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2. 総CO2排出は電力＋軽油＋LPGとし、ｶﾞｿﾘﾝと灯油を除く　【理由】ｶﾞｿﾘﾝ：製品製造以外の用途（通勤・出張等）が多い　灯油：消費が少なくｴｱｺﾝへ切替える
※3．LPGのCO2排出量は、全体の0.1%未満のため月毎の目標と実績の記載せず、総CO2排出量への加算のみとする

焼却ｺﾞﾐの軽量習慣定着により、ｺﾞﾐの排
出量のBMを明確し、次年度の目標を明
らかにしていく。軽油については、各ドラ
イバーへ意識向上に努める

生活用品での使用の為、目標値
については定めず、前年度と当年
度の比較のみとする

総CO2量、電力共に達成
軽油に関しては、6月～7月に多かった
焼却ｺﾞﾐについては、計量する習慣が前
年度より定着し、増加した様に見える

是正措置及び予防措置

単
位

2019年度 月別実績年度別削減目標 ※1

2019.09.27

望月ひ
達成 ・ 未達成

年　間 128.1% 129.8% 123.0% 13.6%

12～2月 136.6% 142.0% 120.5% 9.4%

3～5月 141.9% 135.1% 162.4% 13.6%

9～11月 125.2% 125.4% 124.5% 8.3%

6～8月 116.0% 121.1% 101.0% 46.8%

環境に配慮した

製品作り

環境負荷物質の対応

順次対応済

環境負荷物質

遅延なき対応

項  目

総CO2排出量削減 ※2

(電力+軽油+LPｶﾞｽ)

水使用量の削減

(上水道投入量）

廃棄物排出量の削減

(焼却ｺﾞﾐ)

軽油のCO2

排出量削減

2017年度
排出係数＝

　　　 電力のCO2
　　 　排出量削減

2017年度
排出係数＝

達成 ・ 未達成

混ぜるとゴミ・分別すれば資源。清水区と
いう地域性なのか、分別の文化がなく、
朝礼でｱﾅｳﾝｽしてはいるが、焼却ｺﾞﾐの
低減が中々できない。

定期的な償却ゴミの分別化を推進。軽油
使用量低減活動として、行先掲示板を設
置、行き場所と戻り時間が明確化し、無駄
な走行距離を減らす。（ミニ改善有）

望月ひ

2019.12.25
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3. 環境経営目標とその実績（松野工場）

【目標】 2017年度（6月～5月）を基準とし、各項目に対して削減目標を設定

基準年
2017 2018 2019 2020 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 年 計

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 5,178 6,358 5,935 4,949 4,184 4,512 5,429 5,504 6,184 5,549 4,125 4,780 62,688

62,688 62,061 61,434 60,807 ↑ 当年 4,880 6,120 5,434 5,681 4,158 4,239 4,212 4,719 4,832 5,192 3,853 3,840 57,161

｜ 月目標 5,075 6,231 5,816 4,850 4,100 4,422 5,320 5,394 6,061 5,438 4,043 4,685

基準 1% 2% 3% kWh 基準 6,883 9,956 9,308 6,693 5,478 6,172 8,188 9,121 9,853 7,627 5,834 6,404 91,517

91,517 90,602 89,687 88,771 ↑ 当年 7,227 9,250 9,045 8,644 5,858 5,766 6,564 7,732 7,757 8,174 5,612 5,888 87,517

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 3,049 4,411 4,123 2,965 2,427 2,734 3,627 4,041 4,365 3,379 2,584 2,837 40,542

40,542 40,137 39,731 39,326 ↑ 当年 3,202 4,098 4,007 3,829 2,595 2,554 2,908 3,425 3,436 3,621 2,486 2,608 38,770

0.443 ｜ 月目標 2,988 4,322 4,041 2,906 2,378 2,680 3,555 3,960 4,278 3,311 2,533 2,780

基準 1% 2% 3% ﾘｯﾄﾙ(ℓ) 基準 824 755 701 768 681 688 697 566 704 840 596 752 8,572

8,572 8,486 8,401 8,315 ↑ 当年 649 784 552 718 605 652 505 502 539 608 528 477 7,117

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 2,126 1,948 1,809 1,981 1,757 1,775 1,798 1,460 1,816 2,167 1,538 1,940 22,116

22,116 21,895 21,673 21452 ↑ 当年 1,675 2,022 1,424 1,851 1,560 1,681 1,302 1,294 1,390 1,568 1,361 1,232 18,361

2.580 ｜ 月目標 2,083 1,909 1,772 1,942 1,722 1,740 1,762 1,431 1,780 2,124 1,507 1,901

基準 1% 2% 3% kg 基準 65 36 42 29 29 24 42 14 33 25 33 20 392

392 388 384 380 ↑ 当年 17 57 47 24 33 17 27 20 14 21 17 13 306

｜ 月目標 63.7 35.3 41.2 28.4 28.4 23.5 41.2 13.7 32.3 24.5 32.3 19.6

㎥ 前年 59 65 62 60 67 67 380

↑ 当年 59 76 94 66 80 80 455

基準

当年

総CO2 電力 軽油 焼却ｺﾞﾐ

達成 ・ 未達成

全ての項目で達成となった。総合的には
良いと思うが、電力において未達が多
い。

日常の呼びかけを行い周囲の意識向上
に努めたい。
使用していない照明の消灯をまめに行い
電力消費の低減に努める。

2020.7.16

石川

2020.7.16

石川

無理のない範囲で、換気による温度調整
を心掛ける。不要な照明は消灯し節電対
策を小まめに行う。

達成 ・ 未達成

全体的に目標達成となった。
しかし、電力は目標未達となってしまっ
た。

※1．CO2排出係数の設定　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ　④灯油 2.490㎏-CO2/ℓ　⑤LPG 3.000㎏-CO2/㎏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②③④⑤は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2. 総CO2排出は電力＋軽油＋LPGとし、ｶﾞｿﾘﾝと灯油を除く　【理由】ｶﾞｿﾘﾝ：製品製造以外の用途（通勤・出張等）が多い　灯油：消費が少なくｴｱｺﾝへ切替える
※3．LPGのCO2排出量は、全体の0.1%未満のため月毎の目標と実績の記載せず、総CO2排出量への加算のみとする

2019.09.27

早出

2020.01.17

早出
達成 ・ 未達成

電力が前年度より使用量が多かった為
目標達成値を大きく下回った。前年9月
平均気温22.9℃に対し今年は25.1℃
だったことが大きな要因

暑さを我慢して効率が低下したら意味が
無い。
来年は大型扇風機やｻｰｷｭﾚｰﾀの導入を
考慮する。

達成 ・ 未達成

全ての項目で達成となった
ただ去年の同時期より生産数が減って
いることが大きな原因
（昨年6～8月と比較し切断本数68％）

今後とも各担当者に環境に配慮して作業
を行う様に指導・誘導する

是正措置及び予防措置

環境負荷物質の対応

2019年度 月別実績

順次対応済

年　間 107.5% 102.5% 118.0% 125.6%

12～2月 121.9% 120.7% 124.8% 142.7%

3～5月 109.9% 99.0% 133.0% 150.8%

9～11月 95.0% 88.7% 106.1% 108.4%

6～8月 104.2% 100.4% 112.6% 116.8%

目標達成率
実績確認(ｻｲﾝ) 目標達成状況

(どちらかに○)
評価（問題点）

環境に配慮した

製品作り

生活用品での使用の為、目標値
については定めず、前年度と当年
度の比較のみとする

軽油のCO2

排出量削減

2017年度
排出係数＝

環境負荷物質

遅延なき対応

総CO2排出量削減 ※2

(電力+軽油+LPｶﾞｽ)

水使用量の削減

(上水道投入量）

廃棄物排出量の削減

(焼却ｺﾞﾐ)

項  目

　　　 電力のCO2
　　 　排出量削減

2017年度
排出係数＝

全ての項目で達成となった
軽油の達成率が上がったのは古い2tト
ラックから0.8tトラックに変更した成果

暖かい日でも暖房を使用している場合が
あるのでこまめにカットしていきたい
自前の焼却ごみを持ち帰るように指導す
る

単
位

年度別削減目標 ※1

2020.04.13

早出
達成 ・ 未達成
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3. 環境経営目標とその実績（高橋工場）

【目標】 2017年度（6月～5月）を基準とし、各項目に対して削減目標を設定

基準年
2017 2018 2019 2020 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 年 計

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 6,001 9,851 8,696 7,485 5,465 5,230 5,231 4,714 4,964 5,348 5,006 5,112 73,103

73,103 72,372 71,641 70,910 ↑ 当年 4,149 5,345 5,606 5,996 3,461 2,470 2,446 2,604 2,603 2,523 2,587 2,304 42,093

｜ 月目標 5,881 9,654 8,522 7,335 5,356 5,126 5,127 4,619 4,865 5,241 4,906 5,009

基準 1% 2% 3% kWh 基準 13,533 22,216 19,617 16,880 12,320 11,790 11,793 10,624 11,185 12,055 11,278 11,511 164,802

164,802 163,154 161,506 159,858 ↑ 当年 9,333 12,048 12,636 13,514 7,792 5,559 5,487 5,868 5,849 5,676 5,811 5,180 94,753

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 5,995 9,842 8,690 7,478 5,458 5,223 5,224 4,706 4,955 5,340 4,996 5,099 73,007

73,007 72,277 71,547 70,817 ↑ 当年 4,135 5,337 5,598 5,987 3,452 2,463 2,431 2,600 2,591 2,514 2,574 2,295 41,976

0.443 ｜ 月目標 5,875 9,645 8,517 7,328 5,349 5,119 5,120 4,612 4,856 5,234 4,896 4,997

ﾘｯﾄﾙ(ℓ) 基準

↑ 当年

kg-CO2 基準

↑ 当年

2.580 ｜ 月目標

基準 1% 2% 3% kg 基準 0 0 100 0 0 40 120 0 0 0 110 0 370

370 366 363 359 ↑ 当年 0 0 100 0 0 0 110 0 0 0 0 90 300

｜ 月目標 0.0 0.0 98.0 0.0 0.0 39.2 117.6 0.0 0.0 0.0 107.8 0.0

㎥ 前年 86 80 97 75 67 60 465

↑ 当年 70 70 66 67 65 65 403

基準

当年

総CO2 電力 軽油 焼却ｺﾞﾐ

※1．CO2排出係数の設定　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ　④灯油 2.490㎏-CO2/ℓ　⑤LPG 3.000㎏-CO2/㎏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②③④⑤は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2. 総CO2排出は電力＋軽油＋LPGとし、ｶﾞｿﾘﾝと灯油を除く　【理由】ｶﾞｿﾘﾝ：製品製造以外の用途（通勤・出張等）が多い　灯油：消費が少なくｴｱｺﾝへ切替える
※3．LPGのCO2排出量は、全体の0.1%未満のため月毎の目標と実績の記載せず、総CO2排出量への加算のみとする

達成 ・ 未達成

年間通じて目標達成。
日々節電やゴミ処理について周知してきた
ことが結果に繋がったと評価。

生産ラインの見直しを検討していく中で、
現状よりも更にコンパクト化し余剰な電力を
抑えて節電に取り組んでいく。
エアコンは省エネタイプに交換済み。

2019.09.27

竹下

2020.7.24

竹下

2020.07.24

竹下

達成 ・ 未達成

全項目にて目標達成。
工場の稼働率が減少している影響あり。
終業後でもコンプレッサーや設備の電源が
ついたままになっているケース有り。

達成 ・ 未達成

単
位

2019年度 月別実績

年　間 170.2% 170.4% 122.1%

12～2月 190.9% 191.4% 106.9%

3～5月 204.5% 204.9% 119.8%

149.5% 排出なし

159.3% 159.5% 98.0%

9～11月 149.4%

引き続き紙類については両面印刷等で
再利用を実施していく。
商社等から送られてくる製品などをできるだ
け
簡易梱包にしてもらい廃棄物を低減させる。

年度別削減目標 ※1

環境に配慮した

製品作り

環境負荷物質の対応

順次対応済

環境負荷物質

遅延なき対応

生活用品での使用の為、目標値
については定めず、前年度と当年
度の比較のみとする

項  目

総CO2排出量削減 ※2

(電力+LPｶﾞｽ)

水使用量の削減

(上水道投入量）

廃棄物排出量の削減

(焼却ｺﾞﾐ)

　　　 電力のCO2
　　 　排出量削減

是正措置及び予防措置

ゴミについては未達となっているため、
印刷等に使用する紙はできるだけ両面
印刷を実施し、紙類ゴミを減らしていく

2017年度
排出係数＝

軽油のCO2

排出量削減

2017年度
排出係数＝

目標達成率
実績確認(ｻｲﾝ) 目標達成状況

(どちらかに○)
評価（問題点）

6～8月

昨年比で電力が大幅に削減できている
(塗装ブース撤去の要因が大きい)
3Fのエアコンを省エネタイプに変更(1台)
焼却ゴミが増加している。

達成 ・ 未達成

総CO2と電力は目標達成。
工場稼働時間の減少と照明を少しずつ
LED
に変更している。

2020.01.06

竹下

終業後、残業等が無い場合には速やかに
照明・設備・エアコン等の電源を切り、無駄
なCO2・電力の消費を無くす。

エアコン設置に伴い、今まで以上に節電に
取り組む。
(無人エリアの消灯・ライン改善等により作業
効率を上げ、稼働時間の短縮など)

2020.04.07

竹下
達成 ・ 未達成

全項目で目標達成。
但し、今後エアコン設置をしていく中で例年
に比べ電力が増加すると予想
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3. 環境経営目標とその実績（内田事業所）

【目標】 2017年度（6月～5月）を基準とし、各項目に対して削減目標を設定

基準年
2017 2018 2019 2020 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 年 計

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 732 2,177 2,284 1,710 974 775 923 992 886 780 599 886 13,718

13,718 13,581 13,444 13,306 ↑ 当年 1,334 2,534 2,386 2,156 937 716 847 900 838 820 617 859 14,944

｜ 月目標 717 2,134 2,238 1,676 954 760 904 972 868 764 587 869

基準 1% 2% 3% kWh 基準 1,652 4,915 5,155 3,860 2,198 1,750 2,083 2,239 2,000 1,760 1,353 2,001 30,966

30,966 30,656 30,347 30,037 ↑ 当年 3,011 5,719 5,387 4,867 2,115 1,616 1,911 2,031 1,892 1,852 1,393 1,940 33,734

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 732 2,177 2,284 1,710 974 775 923 992 886 780 599 886 13,718

13,718 13,581 13,444 13,306 ↑ 当年 1,334 2,534 2,386 2,156 937 716 847 900 838 820 617 859 14,944

0.443 ｜ 月目標 717 2,134 2,238 1,676 954 760 904 972 868 764 587 869

ﾘｯﾄﾙ(ℓ) 基準

↑ 当年

kg-CO2 基準

↑ 当年

2.580 ｜ 月目標

基準 1% 2% 3% ㎏ 基準 0.00 0.00 0.00 0.00 1.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.00 0.00 2.00

2.00 1.98 1.96 1.94 ↑ 当年 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

｜ 月目標 0.00 0.00 0.00 0.00 0.98 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.98 0.00

㎥ 前年 35 25 25 24 23 21 153

↑ 当年 28 23 24 26 29 31 161

基準

当年

総CO2 電力 軽油 焼却ｺﾞﾐ

達成 ・ 未達成

真夏日が多くｴｱｺﾝの使用時間が増加し
ている。また、目標値の2017年度にﾁｭｰ
ﾌﾞ切断が異動となっているため環境の変
化が大きく目標到達できなかった

照明のLED化、ｴｱｺﾝの稼働時間/台数・
設定温度を調整していく。作業終了後の
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの停止も行っていく。

達成 ・ 未達成

コロナ禍の影響で工場の稼働時間が大幅
に減ったが電力の目標到達ができなかっ
た。目標値の2017年度はﾁｭｰﾌﾞが移動した
年となり環境が大きく変わったと推測

照明のLED化、エアコンの稼働時間・設定
温度の調整を徹底していく。夏場になりエア
コンの使用が増えるため3台の内1台を停止
する等対応していく

達成 ・ 未達成

電力の消費量が減少。土曜日に機械ﾒﾝ
ﾃ等で工場を開けており工場の稼働時間
が増加したたものの、目標到達できた

今後も不必要な電気の消灯、作業終了
後のコンプレッサーの早めの停止を再度
徹底していく

2019.12.26

長澤

2020.04.07

※1．CO2排出係数の設定　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ　④灯油 2.490㎏-CO2/ℓ　⑤LPG 3.000㎏-CO2/㎏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②③④⑤は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2. 総CO2排出は電力＋軽油＋LPGとし、ｶﾞｿﾘﾝと灯油を除く　【理由】ｶﾞｿﾘﾝ：製品製造以外の用途（通勤・出張等）が多い　灯油：消費が少なくｴｱｺﾝへ切替える
※3．LPGのCO2排出量は、全体の0.1%未満のため月毎の目標と実績の記載せず、総CO2排出量への加算のみとする

達成 ・ 未達成

目標未達。9月に関して30℃越えの真夏
日が多く、ｴｱｺﾝの使用時間が増加した
ため、電力の消費量の増加が見られる

今後も継続的にエアコンの稼働時間・設
定温度の調整、電気の消灯を行っていく

達成 ・ 未達成

9月に関して30℃越えの真夏日が多く、ｴ
ｱｺﾝの使用時間が大幅に増加したため、
電力の消費量の増加が見られる

継続的にエアコンの稼働時間・設定温度
の調整・電気の消灯を行い、作業終了後
のコンプレッサーの早めの停止等を行っ
ていく

是正措置及び予防措置

2019.09.27

長澤

2020.07.14

長澤

2020.07.14

長澤

長澤

年　間 90.0% 90.0% 排出なし

12～2月 106.2% 106.2% 排出なし

3～5月 96.7% 96.7% 排出なし

9～11月 89.0% 89.0% 排出なし

6～8月 81.4% 81.4% 排出なし

目標達成率
実績確認(ｻｲﾝ) 目標達成状況

(どちらかに○)
評価（問題点）

項  目

環境に配慮した

製品作り

総CO2排出量削減

(電力)

水使用量の削減

(上水道投入量）

廃棄物排出量の削減

(焼却ｺﾞﾐ)

　　　 電力のCO2
　　 　排出量削減

2017年度
排出係数＝

軽油のCO2

排出量削減

2017年度
排出係数＝

年度別削減目標 ※1

環境負荷物質の対応

順次対応済

環境負荷物質

遅延なき対応

単
位

生活用品での使用の為、目標値
については定めず、前年度と当年
度の比較のみとする

2019年度 月別実績

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

総CO2 基準

当年

目標

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

電力

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

焼却ゴミ

該当車両なし

10



3. 環境経営目標とその実績（九州佐賀工場）

【目標】 2017年度（6月～5月）を基準とし、各項目に対して削減目標を設定

基準年
2017 2018 2019 2020 月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 年 計

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 3,102 4,570 5,814 4,747 3,194 2,847 4,065 4,100 5,266 4,220 2,909 2,885 47,719

47,719 47,241 46,764 46,287 ↑ 当年 3,558 4,920 4,165 4,587 3,138 2,587 3,878 4,652 4,614 3,644 3,025 1,677 44,443

｜ 月目標 3,040 4,479 5,698 4,652 3,131 2,790 3,983 4,018 5,161 4,136 2,851 2,828

基準 1% 2% 3% kWh 基準 6,571 9,856 12,716 10,144 6,617 5,967 8,762 9,021 11,555 9,107 5,704 5,238 101,258

101,258 100,245 99,233 98,220 ｜ 当年 7,574 10,631 9,178 10,127 6,885 5,668 8,530 10,300 10,215 8,009 6,595 3,785 97,497

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 2,911 4,366 5,633 4,494 2,931 2,643 3,882 3,996 5,119 4,034 2,527 2,320 44,857

44,857 44,409 43,960 43,512 ↑ 当年 3,355 4,710 4,066 4,486 3,050 2,511 3,779 4,563 4,525 3,548 2,922 1,677 43,191

0.443 ｜ 月目標 2,853 4,279 5,521 4,404 2,873 2,591 3,804 3,916 5,016 3,954 2,476 2,274

基準 1% 2% 3% ﾘｯﾄﾙ(ℓ) 基準 74 79 70 98 102 79 71 40 57 72 148 219 1,109

1,109 1,098 1,087 1,076 ↑ 当年 78 82 38 39 34 29 38 35 34 37 40 0 485

基準 1% 2% 3% kg-CO2 基準 191 204 181 253 263 204 183 103 147 186 382 565 2,861

2,861 2,833 2,804 2775 ↑ 当年 202 211 99 101 87 76 99 89 89 96 103 0 1,252

2.580 月目標 187 200 177 248 258 200 180 101 144 182 374 554

基準 1% 2% 3% ㎏ 基準 34 31 35 55 31 30 41 0 47 33 40 8 385

385 381 377 373 ↑ 当年 60 40 25 60 47 9 8 7 11 11 17 5 300

｜ 月目標 33.3 30.4 34.3 53.9 30.4 29.4 40.2 0.0 46.1 32.3 39.2 7.8

㎥ 前年 25 195 30 169 26 48 4 42 2 47 0 45 633

↑ 当年 49 39 39 36 43 36 242

基準

当年

総CO2 電力 軽油 焼却ｺﾞﾐ

3～5月

電力が目標未達となった。
冬場となり、暖房の使用頻度が上がったこ
と、また、去年に比べ2Fでの作業時間増に
よる2Fのｴｱｺﾝ・電気使用増が原因。

無駄な電気消灯の呼びかけや「無駄な電
気の消灯」の表示を行い、各作業者の意
識向上を行う。

※1．CO2排出係数の設定　①電力 0.443㎏-CO2/KWh　②ｶﾞｿﾘﾝ 2.320㎏-CO2/ℓ　③軽油 2.580㎏-CO2/ℓ　④灯油 2.490㎏-CO2/ℓ　⑤LPG 3.000㎏-CO2/㎏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　①は電気事業者排出係数-平成27年度実績-より購入4社の係数に対し各使用率を乗算し加算した合計値を共通数値とし設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②③④⑤は「算定省令第2条第3項、第4条第1項、別表第1及び別表第5」より選定
※2. 総CO2排出は電力＋軽油＋LPGとし、ｶﾞｿﾘﾝと灯油を除く　【理由】ｶﾞｿﾘﾝ：製品製造以外の用途（通勤・出張等）が多い　灯油：消費が少なくｴｱｺﾝへ切替える
※3．LPGのCO2排出量は、全体の0.1%未満のため月毎の目標と実績の記載せず、総CO2排出量への加算のみとする

引き続き、無駄な電気消灯・印刷用紙再利用の
呼びかけを行っていく
焼却ｺﾞﾐ低減の為、「ｼｭﾚｯﾀﾞｰ行き」「再利用行き」
の基準を設け、分別を明確にする事を検討する

達成 ・ 未達成

是正措置及び予防措置

単
位

2019年度 月別実績

12～2月 100.1% 99.0% 153.3% 331.7%

達成 ・ 未達成

全項目目標達成。
年間通して焼却ｺﾞﾐに関しては改善がみ
られたが、電力は従業員の意識を変えて
いく必要有り

年　間 105.2% 101.8% 223.9% 125.9%

117.6% 106.8% 557.3% 241.3%

2020.03.23

石橋

来期も今期の活動内容は継続しつつ、
従業員の意識改善の為、
朝会での積極的な呼びかけ等を行って
いく。

2019.09.27

石橋

2020.01.13

石橋

2020.07.01

石橋

2020.07.01

石橋

達成 ・ 未達成

全項目目標達成。
今後、夏に向けてｴｱｺﾝの使用頻度が上
がる見込みの為、温度管理の徹底や不
要な場合の停止等呼びかけを行う。

電力の消費を更に抑える為、
不要な電気消灯の呼びかけ、
ｴｱｺﾝの温度管理/風力管理の徹底を行
う。

達成 ・ 未達成

達成 ・ 未達成

総CO2目標達成。
6～8月に引き続き焼却ｺﾞﾐは未達。従業
員の意識を向上させる必要有り。

焼却ｺﾞﾐ低減の為、ごみ箱へ「再利用要確
認」の表示を行う。また朝会等で積極的
に呼びかけを行い、意識改善に取り組
む。

実績確認(ｻｲﾝ) 目標達成状況
(どちらかに○)

評価（問題点）

日頃から印刷用紙の再利用の呼びかけを行って
はいるものの、焼却ｺﾞﾐの排出量が未達となった
見積書や図面等、情報漏洩の為ｼｭﾚｯﾀﾞｰ行きと
しているものが多く、中々減らないのも現状であ
る

9～11月 102.5% 98.2% 267.3% 98.2%

6～8月 104.5% 104.3% 110.1% 78.4%

目標達成率

環境負荷物質の対応

順次対応済

環境負荷物質

遅延なき対応

項  目

総CO2排出量削減

(電力+軽油)

水使用量の削減

(上水道投入量）

廃棄物排出量の削減

(焼却ｺﾞﾐ)

生活用品での使用の為、目標値
については定めず、前年度と当年
度の比較のみとする

　　　 電力のCO2
　　 　排出量削減

2017年度
排出係数＝

軽油のCO2

排出量削減

2017年度
排出係数＝

年度別削減目標 ※1

環境に配慮した

製品作り

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

総CO2
基準

当年

目標

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

電力

0

100

200

300

400

500

600

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

軽油

0

10

20

30

40

50

60

70

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

焼却ゴミ

11



※　■は新規取組の活動 ※ 計画■　　実行■

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

（1） 二酸化炭素排出量削減（kg-CO2）　電気使用量の削減
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

（2） 二酸化炭素排出量削減（軽油L）　軽油投入量の削減
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

（3） 廃棄物排出量削減 (kg)　焼却ｺﾞﾐ削減
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

（4） 水使用量の削減（㎥）　水道投入量の削減
計画
実績
計画
実績
計画
実績
計画
実績

（5） 化学物質の適正量購入把握
計画
実績
計画
実績

（6） 環境に配慮した製品作り
計画
実績
計画
実績
計画
実績

6～8月 2019.09.05 堀

9～11月 2019.12.05 永野

12～2月 2020.03.05永野

3～5月 2020.06.05永野

2019年度　環境経営計画

① ｴｱｺﾝの適切な温度管理 夏25-27℃・冬21-22℃ 副環境責任者

４．主要な環境経営計画の内容 承 認 作 成
2019.06.10 2019.06.10

名倉 堀

② ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰ清掃 2週間に1回を目安 各工場設備担当者

③ ｴｱｺﾝ運転時間の管理 9-16時 副環境責任者

環境目標・環境経営計画の項目 具体的展開
推進責任者
推進担当者

⑥ 休憩時ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ停止 昼 設備・切断部

⑦ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰのﾌｨﾙﾀ-清掃 定期的な清掃実施 設備・切断部

④ 照明器具の間引き点灯徹底 巡回時等にﾁｪｯｸ 副環境責任者

⑤ 休み時間消灯実施 昼・3時 全員

⑩ 消費量の可視化 集計表の数値ﾃﾞｰﾀｰをｸﾞﾗﾌ化 堀

① 運行ﾙｰﾄの見直し 運行ﾙｰﾄの把握＆見直し 工場管理者

⑧ ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの適切な圧力調整 定期的な確認 設備・切断部

⑨ 空調機器の買換検討 省ｴﾈﾀｲﾌﾟを優先に選定 社長・事務局
副環境責任者

④ ｶｰｴｱｺﾝの適切な温度管理 表示を作成し意識向上 全員

⑤ ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ意識付け 社用車燃費一覧表配布 事務局

② 日常点検整備 点検表に基づき点検 全員

③ 駐停車時のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの徹底 表示を作成し意識向上 全員

② 分別ﾊﾟﾄﾛｰﾙによる指導 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びか
け

副環境責任者

③ 個人ｺﾞﾐの持ち帰り徹底 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びか
け

事務局
副環境責任者

⑥ 消費量の可視化 集計表の数値ﾃﾞｰﾀｰをｸﾞﾗﾌ化 堀

① 裏紙の再利用徹底 掲示物/全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びか
け

副環境責任者

⑥ 産業廃棄物一覧表の配布 集計表の数値ﾃﾞｰﾀｰをｸﾞﾗﾌ化 事務局

⑤ 分別意識の向上 ｺﾞﾐが地球に与える影響の教育 堀

④ 分別表示の見直し 分かり易い分別表示へ見直し 事務局
副環境責任者

⑤ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類の分別徹底 分かり易い分別表示へ見直し 事務局
副環境責任者

③ ﾄｲﾚの節水対策 消音器の設置 副環境責任者

④ 節水意識の向上 ﾘﾃﾞｭ-ｽを意識させる教育/掲示物 堀

① 蛇口のこまめな開閉 ﾎﾟｽﾀｰ掲示/呼びかけ 事務局
副環境責任者

② 節水の定期指導 全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で呼びかけ 副環境責任者

① 環境負荷物質調査 負荷物質の調査 石塚S

② 全員で環境を配慮 廃棄品の分別徹底 事務局
副環境責任者

① 適正購入量の把握 購入時に対応（現在、該当ﾅｼ）

活

動
コ

メ
ン

ト

電力と軽油（ｶﾞｿﾘﾝ）において集計表を見直しｸﾞﾗﾌにて可視化することで実態を伝えやすい体
制を造ることができた　来年度へ向け涼しくなった9月以降のｴｱｺﾝ使用抑制策を具体的にし
たい電力・軽油(ｶﾞｿﾘﾝ)と同じく廃棄物の集計表を新たに作成　可視化による現状把握をし、具体
的展開に繋げていきたい　全社ﾍﾞｰｽにおいてCO２排出削減目標達成

下野工場に新たに掲示板を設置　多くの人に興味を持ってもらえるよう各種集計表だけでなく
環境問題を紙芝居形式にして掲示（地球温暖化・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸごみの影響等）

全社ﾍﾞｰｽにおいて年間総CO2排出削減目標を達成　ｺﾛﾅ禍による工場稼働減の影響もある
が、電気・軽油(ｶﾞｿﾘﾝ)の契約変更や体制整備が現れた

③ ECO検定 合格し体系的に環境を学ぶ 事務局
副環境責任者
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５．環境活動内容

（１）電気使用量の削減 （２）軽油投入量の削減
①集計表を見直し使用量を可視化 ①集計表を見直し消費量を可視化

（３）廃棄物排出量削減
①ｺﾞﾐ分別の徹底 ②掲示板の設置（下野工場）

（４）節水 （５）環境に配慮した製品作り
　　　① ポスターによる節水の啓発 ①ﾐﾗｰﾏｯﾄの再利用　②通い箱の使用

（６）環境負荷の少ない製品の購入 （７）防災訓練
①社有車にﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ車を選定
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  6．環境経営活動の取組結果の評価
今年度（2019） 基準年（2017）

評価（達成率100%以上⇒○, 100％未満90%以上⇒△, 90%未満⇒×） 4,496,971 4,477,849 作成日　2020年8月4日

※1 売上原単位評価は、基準年の売上金額を100%として本年度の売上金額の割合を算出し、売上原単位評価の達成率に反映させて評価を行う

評価（問題点）

全社：総量と売上原単位共に目標達成

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 電力と給油の契約見直し、使用量の可視化、管理体制の整備等が積極的に行われ

飯田 86,186 77,154 112% ○ 112.2% ○ 環境活動がより活発化した年であった

下野 79,192 61,815 128% ○ 128.7% ○ 是正処置及び予防処置 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成

松野 61,434 57,161 107% ○ 107.9% ○ 整備した管理体制の維持（給油のきまり、使用量の集計、情報展開等）

高橋 71,641 42,093 170% ○ 170.9% ○ 工場毎に特化した活動の展開

内田 13,444 14,944 90% × 90.3% △ 代表者コメント 検印

九州 46,764 44,443 105% ○ 105.7% ○ 全社評価にて目標達成　今後は、ｸﾞﾗﾌで可視化された情報の特徴を捉え、

全社 358,660 297,610 121% ○ 121.0% ○ ﾃﾞｰﾀｰ分析のｻｲｸﾙを回し望ましい影響を増大すること

評価（問題点）

全社：総量と売上原単位共に目標達成　特に夏場の使用量が下がっており良好

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 内田は年間通し節電に注力していたが、目標年に機械（ﾁｭｰﾌﾞ切断）の設置があり

飯田 59,063 51,489 115% ○ 115.2% ○ 環境の変化に追いつけなかった

下野 59,994 46,213 130% ○ 130.4% ○ 是正処置及び予防処置 作成

松野 39,731 38,770 102% ○ 102.9% ○ ｴｱｺﾝの適切な使用と節電を呼び掛ける

高橋 71,547 41,976 170% ○ 171.2% ○ 引き続き照明のLED化を進める

内田 13,444 14,944 90% × 90.3% △ 代表者コメント 検印

九州 43,960 43,191 102% ○ 102.2% ○ ｴｱｺﾝを省ｴﾈﾀｲﾌﾟに買い替えを継続

全社 287,739 236,583 122% ○ 122.1% ○ 省ｴﾈの情報収集を効率よく行い、優先を決め、整理し、展開していくこと

評価（問題点）

全工場：総量と売上原単位共に目標達成

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 軽油のみでｶﾞｿﾘﾝは集計対象外となっている　理由を「製品製造以外の用途（通勤・

飯田 27,532 26,047 106% ○ 106.2% ○ 出張等）が多いため」としていたが、今年度より通勤での使用が禁止となった

下野 19,460 15,817 123% ○ 123.6% ○ 是正処置及び予防処置 作成

松野 22,001 18,638 118% ○ 118.5% ○ ｶﾞｿﾘﾝも集計対象とすることを検討

高橋 配送ﾙｰﾄの見直しによる投入量の低減

内田 代表者コメント 検印

九州 2,846 1,271 224% ○ 224.9% ○ 燃費実績より買換えを検討する車種を選定すること

全社 70,770 60,854 116% ○ 116.8% ○ 軽油からｶﾞｿﾘﾝへの転換が増えた、来期はｶﾞｿﾘﾝ消費量も対象とすること

評価（問題点）

下野のみ大きく目標未達　

目標 実績 達成率 評価 達成率 評価 原因は、これまで計量がきちんと行われていなかったことに対し、今年度は徐々に

飯田 791.8 594.0 133% ○ 133.9% ○ 集計精度が向上→習慣化したため

下野 113.7 836.5 14% × 13.6% × 是正処置及び予防処置 作成

松野 384.2 305.9 126% ○ 126.1% ○ 各工場共に、計量を継続

高橋 362.6 300.0 121% ○ 121.4% ○ ｺﾞﾐの分別、家庭ｺﾞﾐ（弁当の容器等）の持ち帰り指導を行う

内田 2.0 0.0 排出なし ○ 排出なし ○ 代表者コメント 検印

九州 377.3 299.7 126% ○ 126.4% ○ ﾘｻｲｸﾙ分別表の細分化を進め、適正処理及び再生利用の促進による

全社 2,031.5 2,336.1 87% × 87.3% × 減量に努めること

評価（前年比100%未満⇒○, 100％以上⇒×）

水道投入量の削減（㎥） 評価（問題点） 作成

工場 前年の数値が高いのは九州佐賀工場の工事に使用した分も含まれているため　この分を除くと前年並み

前年実績 当年実績 前年比 評価 是正処置及び予防処置

2,916 2,303 79% × ﾎﾟｽﾀｰの設置や全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞでの呼びかけを継続し、節水意識を高める 検印

前年比 評価 代表者コメント

79% × 「水は無限ではない貴重な資源」の理解を深めた上で節水に対する教育を実施する

製品への配慮 作成

評価（問題点） 是正処置及び予防処置 代表者コメント

　 検印

化学物質の適正量把握
評価（問題点） 是正処置及び予防処置 代表者コメント

　  　 　 

永野

永野

永野

永野

永野

総CO2排出量の削減（kg-CO2）

①塗装部門の購入量は、EDPにより適正 ①生産の動向に合せて最低源の購入量に調整

①問題なく納期通り提出済み

総量評価
工場

売上原単位評価

工場
総量評価 売上原単位評価

電力使用量の削減（kg-CO2）

工場
総量評価 売上原単位評価

軽油投入量の削減（kg-CO2）

焼却ゴミ排出量の削減 （ｔ）

①法令順守で適正量の把握を継続すること

①環境負荷物質の調査

売上原単位評価

全社

売上原単位評価総量評価
工場

総量評価

①製品配慮の内容を充実させること
永野
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７．次年度の取組み内容

次年度の環境経営活動内容を示す 作成日  2020年 6月 10日

(1) 二酸化炭素排出量削減（kg-CO2）　電気使用量の削減

① エアコン設定温度（夏26～27℃・冬21～22℃）
② エアコンフィルターの清掃
③ エアコン各階１台停止の徹底
④ 扇風機適正配置
⑤ 休み時間消灯実施（昼・3時）
⑥ コンプレッサーの昼休み停止
⑦ コンプレッサーフィルター清掃
⑧ 蛍光灯型LEDの導入検討
⑨ 省エネ機器への買換検討(空調機器、コンプレッサー 等)

(2) 二酸化炭素排出量削減（軽油、ｶﾞｿﾘﾝ）　投入量の削減

① 集配ルートの見直し
② 臨時集配便の削減
③ 日常点検整備
④ 集配時のアイドリングストップ
⑤ 社用車の車両別の燃費管理(毎月)
⑥ カーエアコンの適切な温度設定と使用時間の管理

★ ⑦ ｶﾞｿﾘﾝ消費量の管理開始

(3)二酸化炭素排出量削減（LPｶﾞｽ）　LPｶﾞｽ使用量の削減

★ ① 設備の撤去（解約）

(4) 廃棄物排出量削減 （焼却ｺﾞﾐ削減 )

① 裏紙の再利用徹底
② 分別パトロールによる個別指導
③ 個人ゴミの持ち帰り
④ 分別表示の見直し
⑤ ｺﾞﾐが地球に与える悪影響を教育し、分別意識を高める

(5)工場毎に特化した活動の展開、記録

★ ① 各工場に特化した活動を記録するﾌｫｰﾑを作成し展開する
★ ② 環境掲示板の全面見直し

(6) 排水量削減（水道投入量の削減）

① 節水の定期指導
② 水の大切さを教育し、節水（水のリデュース）意識を高める

(7) 製品の環境配慮

① 環境負荷物質調査の対応
② 全社に向け状況の周知

(8) 環境に関する幅広い基本知識の習得

① 環境に関する幅広い知識を礎とし環境問題に積極的に取り組む”人づくり”

★・・・次年度新規取り組み内容
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8. 環境関連法規等の取りまとめ

水質汚濁特定施設 ○ ○ ○ － ○ －
騒音発生施設・振動発生施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第5条 規制基準遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第6条 特定施設設置届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第8条 特定施設の変更届 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第50条 規制基準値の遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第53条 特定施設設置届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第5条 規制基準遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第6条 特定施設（施行令別表第1）の届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第8条 特定施設の変更届 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第79条 規制基準値の遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第80条 特定施設設置届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第5条 設置または変更時の届出 ○ ○ ○ － ○ －
第7条 水質検査 ○ ○ ○ － ○ －
第8条 保守点検 ○ ○ ○ － ○ －
第9条 清掃 ○ ○ ○ － ○ －
第11条 定期検査 ○ ○ ○ － ○ －
第2条 国民の責務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第3条 事業者の責務（適正処理・排出の抑制） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第5条 清潔の保持（土地･建物の清潔維持） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第6条2 一般廃棄物運搬及び処理委託業者 収集運搬及び処理業者に委託 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条2項 廃棄物の適正保管 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条5項 産業廃棄物の委託処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条6項 運搬又は処分委託時の処置基準遵守 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条7項 運搬又は処分の適正化確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条3第1項 マニフェスト交付 ○ ○ － ○ － －
第12条3第2項 マニフェスト保管 A票 5年間保管 ○ ○ － ○ － －
第12条3第6項 マニフェスト保管 B2、D、E票 5年間保管 ○ ○ － ○ － －
第12条3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6月30日迄に提出 ○ ○ － ○ － －
第12条3第8項 マニフェスト写し送付の適切措置の実施 ○ ○ － ○ － －
第2条 事業者の責務（PCB廃棄物の適正処理） ○ - - -
第8条 保管の届出 ○ - - -
第10条 期限内の処理 ○ - - -
第17条 譲渡し及び譲受けの制限 ○ - - -

第5条 自動車の所有者の責務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第8条 自動車の廃棄・使用済自動車の引渡義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第73条 使用済自動車の業者への引渡し 廃車時のリサイクル料金の支払い ○ ○ ○ ○ ○ ○

第4条 事業者の責務（化学物質管理指針に留意し使用） － － － ○ － －
第5条 排出量把握・届出（質量1トン以上） － － － － － －
第107条 排出の抑制に関する施策の推進 － － － ○ － －
第108条 指定化学物質の適正管理等 － － － ○ － －

第16条 点検、修理、再充填履歴の記録･保存 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第18条 管理者判断基準　点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第37条 再充填の適正化 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第39条 回収の義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第9条4 少量危険物及び指定可燃物の貯蔵及び取扱い基準 － － － ○ － －
第13条 危険物取扱い作業時の保安監督 － － － ○ － －
第17条3 消防用設備点検・報告 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第18条 消防用設備の損壊禁止 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第21条 検定合格消防用設備の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令第3条 総括防火管理者 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令第4条 自衛消防組織 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令第21条 自動火災報知機の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第3条 事業者等の責務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第20条 事業者の講ずべき措置等 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第103条 環境への負荷が少ない自動車の購入 ○ ○ ○ ○ ○ －
第104条 自動車等の効率的な使用 ○ ○ ○ ○ ○ －
第105条 駐車時のエンジン停止 ○ ○ ○ ○ ○ －

第11条 事業者の責務（廃棄物なることの抑制） ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12条 国民の責務（循環型社会の形成促進と協力） ○ ○ ○ ○ ○ ○

　

ｅ－Ｇｏｖ　http://law.e-gov.go.jp/

廃蛍光灯 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○ ○○

消火器、自動火災報知機

○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ＲＥＡCＨ規制 ﾘ－ﾁ適合材料製品の納入 ○ ○ ○ ○

○消防法

危険物取扱者の設置：高橋工場

消火器、自動火災報知機

自動火災報知機

簡易点検：1回/3ヶ月、定期点検：1回/3年

〇水銀に関する水俣条約 水銀使用製品産業廃棄物の適正措置

○

○資源の循環的利用等の推進
　  静岡県生活環境保全条例

第111条 事業者の責務・廃棄物発生の抑制、分別、再利用、再生利用 ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ －

○ポリ塩化ビフェニル廃棄物の
　　適正な処理の推進に関する
　　特別措置法（PCB処理法）

○ ○ ○ ○

区
分

法令等の名称
該当する
条項等

備考

該当:○　非該当:－

飯
田

下
野

松
野

高
橋

内
田

九
州

遵守事項又は規制基準

（ｅ－Ｇｏｖ：総務省行政管理局運営の総合的行政情報ﾎﾟ－ﾀﾙｻｲﾄ）

○資源の有効な利用の促進に
　　関する法律（資源有効利用促進法）

第4条 事業者等の責務（再生資源及び再生部品を利用） パソコン

○国等による環境物品等の調達の推進等に
　　関する法律(グリ－ン購入法）

第5条 事業者及び国民の責務（積極的な環境物品調達） エコ製品（事務品、省エネ製品等）

【参考】
※法の最新情報

　　　義務：守らなければいけないこと　　責務：義務の場合のように具体的な行為ではなく、抽象的・総合的な政策的行為

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○○

○循環型社会形成推進基本法
廃棄物の3R及び適正処理の推進

責
務
・
努
力

○環境基本法 第8条
事業者の責務（ばい煙、汚水、廃棄物等の処理その他の公害防
止、自然環境の保全に必要な処置を講ずる。製品の使用又は
廃棄による環境への負荷の低減に努める）

○地球温暖化対策の推進に関する法律 第5条 事業者の責務（温室効果ガス排出の抑制に努める）

○自動車等の使用に伴う
　　環境への不可の低減
　  静岡県生活環境保全条例

○労働安全衛生法

義
　
　
務

○フロン類の使用の合理化及び
　　管理の適正化に関する法律
　　(フロン排出抑制法）

パッケ－ジエアコン

　　静岡県生活環境保全条例

○ＥＬＶ規制 鉛、ｶﾄﾞﾐ、水銀､ｸﾛﾑ非含有製品の納入

○

○特定家庭用機器再商品化法（家電ﾘｻｲｸﾙ法） 第6条
事業者及び消費者責務（特定家庭用機器の排出抑制及び廃棄
時の収集運搬ﾙ－ﾙ遵守)

TV、冷蔵庫、エアコン廃棄時の
リサイクル費用支払い

○

○使用済自動車の再資源化等に関する法律
　　（自動車ﾘｻｲｸﾙ法）

○容器包装に係る分別収集及び再商品化の
　　促進等に関する法律(容器包装ﾘｻｲｸﾙ法）

第4条 事業者及び消費者責務（分別排出･再商品化推進）

○

○特定化学物質の環境への排出量の把握等
　　及び管理の改善の促進に関する法律（PRTR法） 第1種指定物質年間量1トン以下の為、届出不要

最終処分場現地確認

D、E票の期間内返却

機械プレス機、空気圧縮機

○騒音規制法

　静岡県生活環境保全条例
第4種区域：高橋　以外：第2種区域

空気圧縮機１5ｋｗ　台　送風機7.5kw　台

○浄化槽法

浄化槽

4回/年

同上

1回/年

同上

○振動規制法

　静岡県生活環境保全条例

○廃棄物の処理及び清掃に
　　関する法律（廃棄物処理法）

排出抑制・分別徹底・再生利用

排出抑制・分別徹底・再生利用

作成日:2019年6月1日

第2種区域：高橋　以外：第1種区域

空気圧縮機１5ｋｗ　2台

○特定工場における公害防止組織の整備に
　　関する法律

第2条
浄化槽

保管基準遵守、保管場所表示

収集運搬、処分許可業者への委託

処理業者、処分業者との契約締結

廃棄物置き場

現在、専門機関にて該当の有無を確認中
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9. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　　（1） 環境関連法規等の遵守状況

　　　 該当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありません。

　　　 関係機関からの指摘、利害関係からの訴訟も過去3年間ありません。

水質汚濁特定施設 ○ ○ ○ - ○ -

騒音発生施設・振動発生施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第5条 規制基準遵守義務 ○ ○ ○ ◯ ◯ ◯

第6条 特定施設設置届出 ○ ◯ ◯ ○ ○ ○

第8条 特定施設の変更届 ○ ◯ ◯ ○ ○ ○

第50条 規制基準値の遵守義務 ○ ◯ ◯ ○ ○ ○

第53条 特定施設設置届出 ○ ◯ ◯ ○ ○ ○

第5条 規制基準遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第6条 特定施設（施行令別表第1）の届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第8条 特定施設の変更届 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第79条 規制基準値の遵守義務 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第80条 特定施設設置届出 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第5条 設置または変更時の届出 ○ ○ ○ - ○ -

第7条 水質検査 ○ ○ ○ - ○ -

第8条 保守点検 ○ ○ ○ - ○ -

第9条 清掃 ○ ○ ○ - ○ -

第11条 定期検査 ○ ○ ○ - ○ -
第2条 国民の責務 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第3条 事業者の責務（適正処理・排出の抑制） ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○
第5条 清潔の保持（土地･建物の清潔維持） ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○
第6条2 一般廃棄物運搬及び処理委託業者 収集運搬及び処理業者に委託 ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○

第12条2項 廃棄物の適正保管 ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○

第12条5項 産業廃棄物の委託処理 ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○

第12条6項 運搬又は処分委託時の処置基準遵守 ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○

第12条7項 運搬又は処分の適正化確認 ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○

第12条3第1項 マニフェスト交付 ○ ○ - ◯ - -

第12条3第2項 マニフェスト保管 A票5年保管 ○ ○ - ◯ - -

第12条3第6項 マニフェスト保管 B2、D、E票の5年保管 ○ ○ - ◯ - -

第12条3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6月30日迄に提出 ○ ○ - ◯ - -

第12条3第8項 マニフェスト写し送付の適切措置の実施 ○ ○ - ◯ - -

第5条 自動車の所有者の責務 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

第8条 自動車の廃棄・使用済自動車の引渡義務 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

第73条 使用済自動車の業者への引渡し 廃車時のリサイクル料金の支払い ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

第4条 事業者の責務（化学物質管理指針に留意し使用） - - - ◯ - -
第5条 排出量把握・届出（質量1トン以上） - - - ◯ - -
第107条 排出の抑制に関する施策の推進 - - - ◯ - -
第108条 指定化学物質の適正管理等 - - - ◯ - -

第16条 点検、修理、再充填履歴の記録･保存 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第18条 管理者判断基準　点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第37条 再充填の適正化 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第39条 回収の義務 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

第13条 危険物取扱い作業時の保安監督 - - - ◯ - -

第17条3 消防用設備点検・報告 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

第18条 消防用設備の損壊禁止 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

第21条 検定合格消防用設備の設置 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

令第3条 総括防火管理者 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

令第4条 自衛消防組織 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

令第21条 自動火災報知機の設置 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第3条 事業者等の責務 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第20条 事業者の講ずべき措置等 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

第103条 環境への負荷が少ない自動車の購入 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ -

第104条 自動車等の効率的な使用 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ -

第105条 駐車時のエンジン停止 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ -

第11条 事業者の責務（廃棄物なることの抑制） ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第12条 国民の責務（循環型社会の形成促進と協力） ○ ○ ○ ○ ○ ○

【参考】
ｅ－Ｇｏｖ　http://law.e-gov.go.jp/※法の最新情報

（ｅ－Ｇｏｖ：総務省行政管理局運営の総合的行政情報ﾎﾟ－ﾀﾙｻｲﾄ）

義
　
務

遵守事項又は規制基準

○自動車等の使用に伴う
　　環境への不可の低減
　  静岡県生活環境保全条例

○労働安全衛生法

自動火災報知機

○消防法

危険物取扱者の設置：高橋工場

消火器、自動火災報知機

消火器、自動火災報知機

○フロン類の使用の合理化及び
　　管理の適正化に関する法律
　　(フロン排出抑制法）

パッケ－ジエアコン

簡易点検：1回/3ヶ月、定期点検：1回/3年

責
務
・
努
力

○環境基本法

評価日：2019年7月20日
評価者：永野

○ ○

○ ○

○国等による環境物品等の調達の推進等に
　　関する法律(グリ－ン購入法）

第5条 □事業者及び国民の責務（積極的な環境物品調達） エコ製品（事務品、省エネ製品等） ○ ○ ○ ○

事業者等の責務（再生資源及び再生部品を利用） パソコン

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○第8条
事業者の責務（ばい煙、汚水、廃棄物等の処理その他の公害防
止、自然環境の保全に必要な処置を講ずる。製品の使用又は廃
棄による環境への負荷の低減に努める）

○地球温暖化対策の推進に関する法律 第5条 事業者の責務（温室効果ガス排出の抑制に努める）

○

○循環型社会形成推進基本法
廃棄物の3R及び適正処理の推進

○資源の有効な利用の促進に
　　関する法律（資源有効利用促進法）

第4条

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○〇ＲＥＡCＨ規制 ﾘ－ﾁ適合材料製品の納入 ○ ○

〇水銀に関する水俣条約 水銀使用製品産業廃棄物の適正措置 廃蛍光灯 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

　　静岡県生活環境保全条例

〇ＥＬＶ規制 鉛、ｶﾄﾞﾐ、水銀､ｸﾛﾑ非含有製品の納入

◯ ◯ ◯ -

○特定化学物質の環境への排出量の把握等
　　及び管理の改善の促進に関する法律（PRTR法） 第1種指定物質年間量1トン以上

○資源の循環的利用等の推進
　 静岡県生活環境保全条例

第111条 事業者の責務・廃棄物発生の抑制、分別、再利用、再生利用 ○ ◯

◯ ◯ ◯ ◯

○使用済自動車の再資源化等に関する法律
　　（自動車ﾘｻｲｸﾙ法）

○特定家庭用機器再商品化法（家電ﾘｻｲｸﾙ法） 第6条
事業者及び消費者責務（特定家庭用機器の排出
　 抑制及び廃棄時の収集運搬ﾙ－ﾙ遵守)

TV、冷蔵庫、エアコン廃棄時の
リサイクル費用支払い

○ ◯

○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
○容器包装に係る分別収集及び再商品化の
　　促進等に関する法律(容器包装ﾘｻｲｸﾙ法）

第4条 事業者及び消費者責務（分別排出･再商品化推進）

処理業者、処分業者との契約締結

最終処分場現地確認

D、E票の期間内返却

○廃棄物の処理及び清掃に
　　関する法律（廃棄物処理法）

排出抑制・分別徹底・再生利用

排出抑制・分別徹底・再生利用

廃棄物置き場

保管基準遵守、保管場所表示

収集運搬、処分許可業者への委託

○騒音規制法

　静岡県生活環境保全条例

松
野

高
橋

内
田

○浄化槽法

浄化槽

4回/年

同上

1回/年

同上

第4種区域：高橋　第2種区域：高橋以外

空気圧縮機１5ｋｗ　台　送風機7.5kw　台

○振動規制法

　静岡県生活環境保全条例
第2種区域：高橋　第1種区域：高橋以外

空気圧縮機１5ｋｗ　2台

九
州

○特定工場における公害防止組織の整備に
　　関する法律

第2条
浄化槽

区
分

法令等の名称
該当する
条項等

備考

○:遵守　☓:非遵守　－:非該当

飯
田

下
野

機械プレス機、空気圧縮機
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10．代表者による全体の評価及び見直し・指示

（活動期間： 2019年 6月　～　2020年 5月）

1．見直しおよび変更指示 作成日 2020年 8月 7日

変更要否

2．個別評価

3．抱負

資源を大切に使い、排出を抑え、環境保全に努める

持続可能な社会の実現に向けて自らの社会的責任を果たす

環境に配慮した製品やｻｰﾋﾞｽを社会に提供することにより、社会の環境負荷低減に貢献する

環境に関する幅広い知識を礎とし環境に積極的に取り組む”人づくり”に取り組む

事務局と副環境管理責任者の知識を深め、各工場の特色・ニーズに
あった教育を実施する

苦情や要望事項等は無い

緊急事態へ対応するための事前指導を行い、従業員全員の防災意
識を高めていく

社内規格（中規-2202「文章管理規定」）に基づき維持・管理
できており良好

毎月の集計は迅速でｸﾞﾗﾌ化等による可視化が充実できた
今後は得た情報を、どの様に活かすかが重要

昨年度に対し+1.8％向上、各工場で実施している活動情報を周知し
好ましい効果を拡大していきたい

全体目標は達成できたが項目毎に捉えると「焼却ｺﾞﾐ低減」への達成
率が低い、ごみの減量化と再生利用の取組み強化が必要

新規取組の項目も含め計画通りの活動ができた
小刻みにPDCAを繰り返し改善活動を強化すること

該当する環境関連法規について遵守している
常に情報を収集・整理して要求事項を的確に把握し対応をすること

全面見直しをした監査ﾁｪｯｸｼｰﾄに基づき、PDCAの観点から監査を
実施すること

評             価

ｶﾞｿﾘﾝの管理を追加（現状は軽油のみ）

変更無し

変更無し

変更無し

  項         目

否

要

否

 変　 更　 内　 容

 環境経営方針

 環境経営目標

 環境経営計画

 環境経営システム

 環境への負荷の自己ﾁｪｯｸ

 環境への取組の自己ﾁｪｯｸ

否

項         目

 緊急事態の対策と準備

 規定類・手順書等の関連文書
 と関連記録の最新版管理

 環境経営目標達成状況

 環境経営計画の達成状況

 環境関連法規等の遵守状況

 教育・訓練の実施状況

 外部とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
 の状況

内部監査の状況
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